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卒業70周年の見中12回生 

総会担当年次の南高39回生 

卒業60周年の南高1回生 

卒業50周年の南高11回生 



第 30号 同　窓　会　だ　よ　り （２）平成２０年１０月１０日

会
員
の
皆
様

方
、
お
元
気
で

お
過
ご
し
の
事

と
存
じ
ま
す
。

日
頃
は
同
窓

会
活
動
に
、
深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
誠

に
有
り
難
う
御
座
い
ま
す
。
お
蔭
様
で
諸
事
業

も
順
調
に
推
移
し
、
総
会
も
大
変
盛
況
裏
に
終

了
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

新
年
度
に
向
け
て
、
又
新
た
な
目
標
に
向
か

っ
て
、
頑
張
っ
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、

宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

私
こ
と
本
総
会
に
て
、
再
度
同
窓
会
長
の
大

役
を
お
受
け
す
る
事
と
な
り
ま
し
た
。「
浅
学
非

才
」「
優
柔
不
断
」、組
織
の
舵
取
役
と
し
て
は
全

く
不
向
き
で
御
座
い
ま
す
の
で
、
固
く
ご
辞
退

申
し
上
げ
ま
し
た
が
聞
き
入
れ
て
頂
け
ず
、万
止

む
を
得
ず
「
清
水
の
舞
台
か
ら
飛
び
降
り
る

（
降
り
た
）」
心
算
で
お
受
け
し
た
次
第
で
ご
ざ

い
ま
す
。
斯
か
る
上
は
「
乾
坤
一
擲
」
我
が
身

を
擲
っ
て
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、何
分

の
ご
協
力
、ご
指
導
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

同
窓
会
だ
よ
り
も
皆
様
に
親
し
ま
れ
続
け
、

本
号
で
30
号
を
迎
え
ま
し
た
。
昭
和
54
年
創
刊

以
来
30
年
の
歳
月
が
経
過
し
、
こ
の
間
多
く
の

編
集
者
や
会
員
皆
様
方
の
ご
努
力
に
よ
り
「
会

員
と
同
窓
会
」「
会
員
相
互
」
の
太
い
パ
イ
プ
役

と
し
て
果
た
し
て
来
た
そ
の
役
割
は
、
大
変
重

要
で
あ
っ
た
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
も

会
員
皆
様
方
に
、
成
る
可
く
多
く
の
情
報
を
提

供
出
来
ま
す
様
努
め
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す

の
で
、
積
極
的
な
ご
投
稿
、
ご
協
力
を
お
願
い

致
し
ま
す
。

当
面
の
課
題
と
致
し
ま
し
て
、
平
成
22
年
に

は
同
窓
会
会
員
名
簿
の
発
行
を
予
定
し
て
お
り

ま
す
。

個
人
情
報
保
護
法
の
問
題
も
あ
っ
て
、な
か
な

か
難
し
い
状
況
下
で
は
有
り
ま
す
が
、従
来
通
り

の
内
容
を
基
に
発
行
し
た
い
と
思
っ
て
居
り
ま

す
の
で
、そ
の
節
に
は
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

又
、
少
し
先
に
な
り
ま
す
が
、
平
成
24
年
に

は
母
校
創
立
90
周
年
を
迎
え
ま
す
。
多
く
の
有

為
な
人
材
を
輩
出
、
国
内
で
高
い
評
価
を
受
け

る
に
至
っ
た
こ
の
母
校
の
記
念
す
べ
き
節
目
に
、

同
窓
会
と
し
て
何
が
出
来
る
の
か
、
又
何
を
成

す
べ
き
か
、
皆
さ
ん
や
学
校
さ
ん
と
も
良
く
相

談
し
な
が
ら
、
検
討
準
備
に
入
っ
て
行
き
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

終
わ
り
に
会
員
皆
様
方
の
ご
健
勝
ご
多
幸
、

母
校
の
益
々
の
ご
発
展
を
祈
念
申
し
上
げ
ま
し

て
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

同
窓
会
の
皆

様
に
は
、
日
頃

か
ら
本
校
教
育

活
動
に
御
理
解
、

御
協
力
そ
し
て

御
支
援
を
い
た
だ
き
ま
し
て
誠
に
有
難
う
ご
ざ

い
ま
す
。

平
成
20
年
度
は
全
日
制
965
人
、
定
時
制
129
人

の
生
徒
と
75
人
の
教
職
員
で
ス
タ
ー
ト
し
、
順
調

に
経
過
し
て
お
り
ま
す
。5
月
末
の「
は
ぐ
ま
祭
」、

10
月
初
旬
の
「
体
育
大
会
」
は
例
年
の
ご
と
く
生

徒
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
最
大
限
発
揮
さ
れ
、
大
成
功

に
終
わ
り
ま
し
た
。
各
部
活
も
県
大
会
、
東
海
、

全
国
に
と
活
躍
し
て
く
れ
ま
し
た
。

さ
て
、
本
年
度
は
始
業
式
、
入
学
式
で
校
訓

を
生
徒
と
共
に
確
認
す
る
こ
と
か
ら
始
め
ま
し

た
。
何
を
信
じ
て
よ
い
の
や
ら
分
か
ら
な
い
社

会
情
勢
だ
か
ら
こ
そ
、
校
訓
が
昔
と
変
わ
ら
な

い
、
い
や
さ
ら
に
光
彩
を
放
つ
名
言
と
し
て
生

き
て
い
ま
す
。
生
徒
が
感
じ
る
充
実
感
が
こ
の

三
つ
の
文
言
と
深
く
関
わ
り
、
共
通
の
テ
ー
マ

に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
共
通
テ
ー
マ
の
も

と
に
、
各
人
の
目
標
や
計
画
を
立
て
て
、
苦
労

や
困
難
を
共
に
し
な
が
ら
目
標
を
達
成
し
て
い

く
。
こ
の
基
本
的
な
プ
ロ
セ
ス
の
な
か
で
成
就

感
や
一
体
感
を
味
わ
い
、
一
人
一
人
の
豊
か
な

印
象
や
充
実
感
が
生
ま
れ
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

校
訓
が
反
映
す
る
雰
囲
気
が
本
物
の
伝
統
に
な

っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
で
本
校
の
良
さ
を
語
り
、

そ
の
良
さ
を
伝
え
る
た
め
に
先
輩
は
後
輩
を
育

て
て
く
だ
さ
い
。

今
年
の
モ
ッ
ト
ー
は
、
校
訓
を
意
識
し
て
冒

頭
に
「
誠
実
」
を
入
れ
ま
し
た
。「
誠
実
で
、
明

る
く
、
楽
し
く
、
さ
わ
や
か
に
」
を
全
員
で
目

指
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

先
日
、
生
徒
会
室
か
ら
鏡
獅
子
の
人
形
が
見

つ
け
ら
れ
、
役
員
が
校
長
室
に
届
け
て
く
れ
ま

し
た
。
こ
れ
は
11
代
校
長
安
間
祐
一
先
生
が
寄

贈
さ
れ
た
も
の
で
、「
白
熊
の
唐
頭
」
と
い
う
解

説
が
直
筆
で
な
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
機
会
を
作

っ
て
い
た
だ
き
学
校
へ
お
立
寄
り
に
な
り
、
是

非
鑑
賞
願
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

在
校
生
は
い
つ
の
日
も
諸
先
輩
を
良
き
手
本

と
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
後
輩
を
指
導
し
て
い

た
だ
け
た
ら
幸
甚
で
あ
り
ま
す
。
結
び
に
な
り

ま
し
た
が
、
皆
様
の
益
々
の
御
活
躍
と
同
窓
会

の
御
発
展
を
衷
心
よ
り
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、

挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

八
月
十
七
日
に
、
磐
田
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
に
お

い
て
、
第
八
二
回
見
中
・
磐
田
南
高
等
学
校
同
窓
会

総
会
が
多
数
の
皆
様
の
御
参
集
に
よ
り
盛
大
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
準
備
及
び
当
日
の
運
営
に
苦
労
さ
れ

た
三
十
九
回
生
の
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

総
会
に
お
い
て
は
、
昨
年
度
の
報
告
お
よ
び
今

年
度
の
計
画
な
ど
す
べ
て
の
会
務
・
事
業
事
項
が
承

認
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
同
窓
会
役
員
改
選
が
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

次
に
、
母
校
の
近
況
を
報
告
い
た
し
ま
す
。
ス

ー
パ
ー
・
サ
イ
エ
ン
ス
・
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
事
業
は
二

期
三
年
目
を
迎
え
、
平
成
二
十
年
度
は
二
期
目
の
成

果
を
発
表
す
る
年
に
当
た
り
、
教
員
・
生
徒
と
も
ど

も
研
究
お
よ
び
そ
の
成
果
発
表
に
向
け
て
努
力
を
重

ね
て
お
り
ま
す
。
研
究
成
果
発
表
会
は
本
年
十
月
三

十
一
日
（
金
）
に
予
定
さ
れ
、
記
念
講
演
会
講
師
と

し
て
数
学
者
で
あ
る
桜
美
林
大
学
教
授
芳
沢
光
雄
氏

を
お
招
き
し
ま
す
。

部
活
動
で
は
、
運
動
・
文
化
両
部
門
に
お
い
て
今

年
も
多
く
の
成
果
が
あ
り
ま
し
た
。特
に
、運
動
部
門

で
は
、
陸
上
部
の
平
松
巧
至
君
が
百
メ
ー
ト
ル
、
二

百
メ
ー
ト
ル
で
総
体
東
海
大
会
、
総
体
全
国
大
会
に

出
場
し
ま
し
た
。文
化
部
門
で
は
、ビ
ジ
ュ
ア
ル
部
の

鈴
木
優
佳
さ
ん
、春
山
梨
衣
さ
ん
、三
ツ
谷
望
さ
ん
が

高
文
祭
全
国
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。ま
た
、大
学
進

学
実
績
に
お
い
て
も
良
好
な
結
果
を
残
し
て
い
ま

す
。県
下
有
数
の
進
学
校
と
し
て
、ま
た
文
武
両
道
の

実
践
校
と
し
て
県
内
外
に
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
春
の
教
職
員
の
人
事
異
動
に
お
い
て
は
、
校

内
幹
事
と
し
て
長
年
尽
力
さ
れ
て
き
た
松
本
勝
彦
先

生
（
高
一
八
、
保
健
体
育
）
が
勇
退
さ
れ
ま
し
た

（
再
任
用
と
し
て
本
校
に
継
続
勤
務
）。
ま
た
、
大
塚

義
郎
先
生
（
高
二
七
、
国
語
）
が
磐
田
北
高
校
に
御

栄
転
さ
れ
、
講
師
の
山
下
眞
里
先
生
（
高
一
五
、
保

健
体
育
）
が
勇
退
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
熱
心

な
御
指
導
に
感
謝
申
し
上
げ
、
新
た
な
環
境
で
の
御

活
躍
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。

今
後
と
も
同
窓
会
会
員
の
皆
様
の
、
母
校
へ
の

御
指
導
、
御
鞭
撻
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

（
磯
部
豊
彦
）

本
年
度

の
慰
霊
祭

は
八
月
十

七
日
（
日
）

午
前
九
時

三
十
分
よ

り
、
は
ぐ

ま
会
館
に

て
、
山
下

六
機
同
窓

会
長
を
始
め
と
す
る
同
窓
会
役
員
の
皆
様
、
山

下
峰
雄
校
長
先
生
を
始
め
と
す
る
学
校
関
係
者

の
皆
様
、
ま
た
私
た
ち
30
回
生
の
恩
師
で
あ
ら

れ
ま
す
、
川
福
一
弘
先
生
、
熊
谷
　
薫
先
生
そ

し
て
、
30
回
生
の
御
遺
族
様
、
31
回
生
、
32
回

生
の
ご
臨
席
を
賜
り
ま
し
て
、
厳
粛
に
執
り
行

う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
昨
年
8
月
か
ら
本
年

7
月
ま
で
の
1
年
間
に
お
い
て
の
物
故
者
は
72

名
で
し
た
。
そ
し
て
我
々
30
回
生
の
恩
師
1
名

と
同
級
生
8
名
を
含
め
、
物
故
者
皆
様
方
の
御

霊
の
平
安
を
願
い
、
心
か
ら
気
持
ち
を
込
め
ま

し
て
、
お
祈
り
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

恩
師
、
同
窓
会
諸
兄
の
、
母
校
並
び
に
母
校
同

窓
会
の
発
展
に
寄
与
さ
れ
た
ご
功
績
に
心
か
ら

敬
意
を
表
し
感
謝
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
グ
ラ

ン
ド
北
側
の
丘
に
立
つ
顕
彰
碑
に
参
列
者
皆
様

に
献
花
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

慰
霊
祭
終
了
後
、
鷹
野

法
先
生
、
神
谷
五

郎
先
生
、
片
岡
計
夫
先
生
も
出
席
い
た
だ
き
、

恩
師
5
名
と
こ
の
日
に
集
ま
っ
た
同
級
生
と
一

緒
に
懇
親
会
を
開
催
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
そ
こ
で
私
た
ち
は
、
恩
師
の
導
き
、
友
と

の
支
え
合
い
に
感
謝
し
、
私
た
ち
が
果
た
す
べ

き
役
割
や
責
任
を
今
一
度
確
認
し
、
こ
れ
か
ら

の
人
生
を
歩
ん
で
行
く
こ
と
を
先
に
逝
か
れ
た

恩
師
、
友
に
約
束
い
た
し
ま
し
た
。
最
後
に
、

こ
の
よ
う
な
機
会
を
与
え
て
く
れ
た
同
窓
会
に

感
謝
し
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

事
務
局
よ
り

第
30
号
記
念
発
刊
に
寄
せ
て

同
窓
会
長

高
9
回
　
山
下
六
機

校
訓
礼
賛

磐
田
南
高
等
学
校
校
長
　
山
下
峰
雄

慰
霊
祭
実
行
委
員
長
　
高
29
回
　
森
上 

達
幸 

平
成
20
年
度
慰
霊
祭
担
当
年
次 

高
30
回  

新
村 

泰
憲 

慰
霊
祭
の
報
告



◆
見
中
10
回
　
鈴
木
芳
郎

毎
年
十
一
月
末
日
頃
一
年
間
の
会
員

の
動
静
と
会
計
報
告
を
し
、
同
時
に
返
信

用
の
は
が
き
を
入
れ
て
近
況
報
告
を
十
二

月
十
五
日
頃
ま
で
に
送
り
返
し
て
も
ら
っ

て
い
ま
す
。
全
員
そ
ろ
っ
た
と
こ
ろ
で
全

文
を
書
き
上
げ
、
年
末
ま
で
に
届
け
て
い

ま
す
。

百
十
一
名
卒
業
生
の
中
、
現
在
は
十
五

名
で
す
。
年
々
奥
様
や
息
子
さ
ん
、
娘
さ

ん
、
お
孫
さ
ん
か
ら
の
代
筆
が
ふ
え
て
は

い
ま
す
が
、
喜
ん
で
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

満
九
十
歳
の
坂
道
を
百
歳
に
向
か
っ
て
励

ま
し
合
い
精
進
し
あ
っ
て
一
生
懸
命
に
生

き
抜
い
て
い
ま
す
。

◆
見
中
16
回
　
加
藤
芳
朗

皆
さ
ん
元
気
で
す
か
。
平
成
24
年
度
は

16
回
生
の
卒
業
70
周
年
、
同
時
に
米
寿
。

一
同
こ
れ
を
迎
え
、
首
尾
よ
く
総
会
の
壇

上
で
意
気
盛
ん
な
と
こ
ろ
を
提
示
し
た
い

も
の
で
す
ね
。

◆
見
中
17
回
　
木
船
賢
一
郎

平
成
十
五
年
の
卒
業
六
十
周
年
に
十
名

の
方
が
集
ま
り
旧
交
を
温
め
ま
し
た
。
ま

た
平
成
二
十
五
年
に
卒
業
七
十
周
年
に
な

り
ま
す
の
で
多
数
の
方
の
御
出
席
を
お
願

い
し
ま
す
。

◆
見
中
19
回
　
中
津
川
宗
全

一
九
会
と
は
見
中
十
九
回
卒
業
生
が
昭

和
六
十
二
年
に
付
け
た
会
名
で
、
以
来
毎

年
七
月
第
三
日
曜
日
を
目
途
に
開
催
さ

れ
、
今
年
は
海
の
日
に
開
催
し
、
二
十
四

人
が
出
席
し
ま
し
た
。

◆
見
中
21
回
　
佐
野
尚
男

三
年
の
八
月
か
ら
一
年
間
工
場
勤
労
動

員
。
卒
業
五
十
周
年
に
、
戦
中
戦
後
の
苦

難
に
耐
え
た
記
録
の
記
念
誌
「
あ
ヽ
紅
の

血
は
燃
ゆ
る
」
を
刊
行
。
二
年
毎
に
同
窓

会
。
現
健
在
百
三
名
。

◆
高
4
回
　
金
澤
成
光

「
和
し
て
楽
し
み
、
求
め
て
学
ぶ
」
大

き
な
会
（
同
級
会
）
毎
年
八
月
第
三
（
土
）

実
施
。「
若
二
七
会
（
同
好
会
）
ゴ
ル
フ

大
会
、
二
泊
旅
行
」
毎
年
九
月
実
施
。
以

上
　
お
知
ら
せ
！！

◆
高
5
回
　
山
内
久
子

昭
和
九
年
生
ま
れ
の
私
達
は
、
国
民
学

校
、
新
制
中
学
、
高
校
と
す
べ
て
、
新
学

制
交
換
年
度
を
泳
い
で
来
ま
し
た
。
そ
ん

な
根
性
を
未
だ
に
暖
め
て
い
る
せ
い
か
、

世
話
人
が
交
替
で
、
同
窓
旅
行
、
会
食
と
、

そ
の
便
り
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

◆
高
6
回
　
市
川
六
三

昭
和
49
年
度
、
見
中
・
磐
田
南
高
同
窓

会
総
会
（
卒
業
20
年
総
会
懇
親
会
幹
事
）

を
担
当
。
磐
田
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
で
の
2

度
目
の
総
会
開
催
。
6
回
生
の
意
気
を
総

会
懇
親
会
に
新
風
を
と
、
そ
ろ
い
の
浴
衣

で
「
か
っ
ぽ
れ
」
の
踊
り
を
披
露
し
、
好

評
を
博
し
た
。
以
来
懇
親
会
イ
ベ
ン
ト
と

し
て
担
当
学
年
幹
事
が
そ
れ
ぞ
れ
の
形
で

受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。卒
業
30
年
、40
年
、

50
年
、
古
希
（
70
歳
）
と
同
級
同
窓
会
を

開
催
し
て
参
り
ま
し
た
。
次
は
喜
寿
（
卒

業
60
年
を
兼
ね
）
開
催
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
多
く
の
参
加
者
で
盛
会
を
願
う
も
の

で
す
。

◆
高
8
回
　
寺
田
佳
弘

南
高
八
回
生
も
古
希
を
迎
え
、
体
調
不

良
、
入
院
加
療
の
方
々
が
増
え
て
お
り
ま

す
。
二
年
に
一
度
の
同
級
会
に
は
、
元
気

な
今
を
大
切
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
。
健
康

に
感
謝
、
友
情
に
乾
杯
。

◆
高
11
回
　
長
谷
川
寿
一

高
十
一
回
生
は
卒
業
五
十
周
年
を
迎
え

ま
し
た
。

卒
業
二
十
年
の
同
窓
会
総
会
担
当
以
来
年

一
回
の
学
年
同
窓
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

・
関
東
支
部
長
　
近
藤
　
彰

・
袋
井
支
部
長
　
久
野
亮
一

・
磐
田
支
部
長
　
長
谷
川
寿
一

同
窓
会
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

◆
高
13
回
　
大
石
哲
也

一
三
会
の
皆
さ
ん
と
お
会
い
し
て
か
ら

も
う
八
年
。
環
境
の
変
化
に
ど
う
対
応
し

て
い
ま
す
か
。
卒
業
五
十
周
年
に
は
、
旧

交
を
温
め
た
い
も
の
で
す
。

◆
高
19
回
　
水
野
　
茂

南
高
19
回
生
の
同
窓
会
が
晴
天
の
も
と

磐
田
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
に
て
84
名
を
集
め

て
8
月
10
日
（
日
）
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

還
暦
を
迎
え
る
年
に
あ
た
り
過
去
最
高
の

参
加
人
数
と
な
り
ま
し
た
。
二
年
に
一
度

の
開
催
で
す
が
今
回
は
35
Ｈ
Ｒ
の
担
当
で

す
。
42
年
ぶ
り
に
会
う
人
、
フ
ラ
ン
ス
、

ス
リ
ラ
ン
カ
、
台
湾
か
ら
は
る
ば
る
や
っ

て
き
た
同
窓
生
、
参
加
予
定
者
89
名
の
名

札
を
作
成
し
待
っ
て
い
ま
し
た
。
顔
と
名

前
の
一
致
し
な
い
、
町
で
す
れ
ち
が
っ
て

も
多
分
わ
か
ら
な
い
人
も
、
話
し
て
い
る

う
ち
に
皆
高
校
時
代
の
昔
に
戻
り
ま
し

た
。
現
在
の
職
業
や
地
位
に
関
係
な
く
、

約
五
時
間
が
あ
っ
と
言
う
間
に
過
ぎ
、
皆

さ
ん
最
高
の
笑
顔
を
残
し
て
帰
途
に
つ
き

ま
し
た
。
二
年
後
の
再
会
を
約
し
て
。

◆
高
20
回
　
鈴
木
晴
久

卒
業
し
て
三
十
年
に
な
り
ま
し
た
。

左
記
の
要
領
で
同
級
会
を
開
催
し
ま
す
。

来
年
一
月
三
日
（
土
）
六
時
頃
よ
り

会
場
　
見
付
・
大
孫

案
内
状
を
十
一
月
上
旬
ま
で
に
お
送
り

し
ま
す
。

多
く
の
同
級
生
の
参
加
を
希
望
し
ま
す
。

◆
高
27
回
　
大
沢
健
一

高
校
27
回
生
は
、
独
自
の
メ
ー
リ
ン
グ

リ
ス
ト
を
持
ち
、
現
在
120
名
が
登
録
し
て
、

常
に
情
報
交
換
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

年
に
1
度
1
泊
旅
行
を
5
年
前
か
ら
計
画

し
、
伊
豆
・
箱
根
方
面
で
毎
年
40
名
ほ
ど

集
ま
っ
て
楽
し
く
過
ご
し
て
い
ま
す
。
今

年
は
、
河
口
湖
に
集
ま
り
ま
し
た
。

◆
高
34
回
　
駒
形
一
路

あ
の
夏
。私
た
ち
高
校
34
回
生
が
三
年
生

だ
っ
た
、
あ
の
夏
。
シ
ー
ド
校
を
破
り
、

ベ
ス
ト
8
に
名
乗
り
を
挙
げ
た
あ
の
夏
の

再
来
を
、
最
後
ま
で
信
じ
て
い
た
今
年
の

夏
も
去
っ
て
ゆ
き
ま
す
。
あ
の
夏
を
超
え

る
こ
と
を
、
待
ち
に
待
っ
て
い
る
の
は
、

他
な
ら
ぬ
私
た
ち
で
す
。

◆
高
38
回
　
太
田
好
洋

昨
年
の
総
会
担
当
で
の
再
会
で
、
今
後

は
2
年
以
内
の
周
期
で
同
窓
会
を
開
く
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
久
し
ぶ
り
に
会
う
感

動
は
参
加
者
し
か
味
わ
え
ま
せ
ん
よ
。
次

回
は
来
年
の
夏
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
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保
護
法
が
ネ
ッ
ク
と
な
り
、
会
員
の
住
所

等
の
把
握
が
困
難
と
な
り
、
連
絡
が
取
り

に
く
く
な
っ
て
い
る
の
も
現
実
で
す
。
総

会
の
出
席
参
加
傾
向
は
、
一
種
の
偏
り
が

あ
り
、
毎
年
楽
し
く
参
加
さ
れ
る
方
、
参

加
さ
れ
な
い
方
と
い
ろ
い
ろ
で
、
他
支
部

の
参
加
状
況
を
聞
く
と
、
う
ら
や
ま
し
く

感
じ
ま
す
。
ま
た
、
当
人
の
母
校
に
対
す

る
心
理
的
距
離
感
は
個
人
の
価
値
観
に
委

ね
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
支
部
の
運
営
に

は
、
課
題
を
背
負
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
内
容
の
あ
る
支
部
総
会
に
出

来
た
ら
と
関
係
者
一
同
で
準
備
を
し
て
お

り
ま
す
。
静
岡
支
部
の
発
展
の
た
め
、
今

後
と
も
皆
様
方
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お

願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

◆
関
東
支
部関

東
支
部
長
　
近
藤
　
彰
（
高
11
回
）

関
東
支
部
の
運
営
、
財
政
は
厳
し
い
状
況

で
す
が
、
改
革
を
目
指
し
て
明
る
く
歩
ん

で
い
ま
す
。
こ
の
た
び
支
部
規
約
を
条
文
、

内
容
併
せ
て
全
面
改
正
し
、
財
政
再
建
に

つ
い
て
も
具
体
的
に
着
手
し
ま
し
た
。
学

生
層
支
援
も
年
々
拡
大
し
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
総
会
懇
親
会
の
参
加
者
に
つ
い
て

は
当
番
年
次
（
47
歳
台
）
以
降
の
若
手
が

僅
少
で
、
当
番
年
次
に
な
る
ま
で
支
部
の

存
在
を
未
知
な
ど
課
題
が
指
摘
さ
れ
て
い

ま
す
。
広
報
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実
、

年
次
委
員
に
よ
る
同
期
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

づ
く
り
等
早
急
な
対
応
が
必
要
で
す
。
と

こ
ろ
で
関
東
地
区
以
外
に
在
住
の
会
員
で
、

ご
子
女
等
が
関
東
に
お
ら
れ
る
場
合
は
当

支
部
の
活
動
を
Ｐ
Ｒ
下
さ
る
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

◆
静
岡
支
部静

岡
支
部
長
　
小
木
喜
憲
（
高
17
回
）

静
岡
支
部
は
、
静
岡
市
を
中
心
に
県
中
部

地
域
に
在
住
又
は
在
籍
さ
れ
て
い
る
同
窓

生
約
400
名
で
構
成
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

支
部
総
会
参
加
の
通
知
に
は
、
可
能
な
限

り
を
心
掛
け
て
お
り
ま
す
が
、
実
際
の
当

日
の
出
席
は
、
過
去
に
総
会
に
出
席
さ
れ

た
会
員
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
り
、
な
ぜ
、
連

絡
が
こ
な
い
の
か
と
、
お
叱
り
を
い
た
だ

く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
近
年
の
個
人
情
報

支
部
だ
よ
り
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６
月
の
梅
雨
の
晴
れ
間
に
私
達
編
集
委

員
は
袋
井
市
に
あ
る
大
学
の
富
田
先
生

の
研
究
室
を
訪
問
し
ま
し
た
。
ス
ポ
ー

ツ
を
通
し
て
子
供
か
ら
大
人
ま
で
の
健

康
を
深
く
考
え
行
動
す
る
姿
勢
に
感
心

し
ま
し
た
。（
高
橋
・
原
田
）

私
の
専
門
分
野
は
「
運
動
生
理
学
」

で
す
。
簡
単
に
言
え
ば
、
運
動
や
ス
ポ

ー
ツ
活
動
を
す
る
と
ヒ
ト
の
か
ら
だ
が

ど
の
よ
う
に
変
化
す
る
の
か
、
そ
し
て

そ
の
変
化
は
競
技
力
向
上
や
健
康
の
た

め
に
有
効
な
の
か
を
探
求
す
る
学
問
で

す
。
現
在
の
私
の
研
究
課
題
は
、
①
子

ど
も
の
体
力
と
生
活
習
慣
、
②
ス
ピ
ー

ド
ス
ケ
ー
ト
選
手
（
シ
ョ
ー
ト
・
ト
ラ

ッ
ク
）
の
競
技
力
向
上
、
③
中
高
齢
者

の
健
康
づ
く
り
と
運
動
、
の
３
つ
で
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
研
究
課
題
は
、
日
本
体
育

協
会
、
日
本
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
、

日
本
ス
ケ
ー
ト
連
盟
、
袋
井
市
と
の
協

力
関
係
の
基
に
行
っ
て
い
ま
す
。

文
部
科
学
省
の
体
力
テ
ス
ト
の
結
果

か
ら
、「
最
近
の
子
ど
も
達
は
、
身
体
は

大
き
く
な
っ
て
い
る
の
に
体
力
が
低
下

し
て
い
る
」と
言
わ
れ
て
久
し
く
な
り
ま

す
。
一
方
、
日
本
体
育
協
会
は
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
に
所
属
し
て
い
る
小
学
生
団

員
達
の
体
力
は
、
こ
の
35
年
間
に
低
下

し
て
い
な
い
こ
と
を
報
告
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
よ
っ
て
体
力

が
維
持
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
ス
ポ
ー
ツ
を
し
な
い

子
ど
も
達
が
増
え
て
い
る
の
も
事
実
で

す
。
こ
の
理
由
と
し
て
、
幼
児
期
の
遊

び
に
原
因
が
あ
る
と
私
は
考
え
て
い
ま

す
。
袋
井
市
内
の
幼
稚
園
の
年
中
と
年

長
園
児
の
体
力
測
定
と
生
活
状
況
調
査

を
行
っ
た
結
果
、
父
親
と
よ
く
遊
ぶ
子

の
体
力
は
、
そ
う
で
な
い
子
の
体
力
よ

り
高
い
こ
と
が
明
ら
か
と
な
り
ま
し
た
。

つ
ま
り
、
父
親
と
の
遊
び
が
子
ど
も
達

に
と
っ
て
良
い
刺
激
に
な
っ
て
い
る
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
な
ど

の
遊
び
が
増
え
る
の
も
こ
の
時
期
な
の

で
、
幼
児
期
の
ス
ポ
ー
ツ
遊
び
は
社
会

性
や
活
動
性
を
持
た
せ
る
た
め
に
非
常

に
重
要
な
こ
と
と
思
わ
れ
ま
す
。

先
に
挙
げ
た
３
つ
の
研
究
テ
ー
マ

は
、
関
連
の
な
い
テ
ー
マ
の
よ
う
に
思

わ
れ
る
の
で
す
が
、
そ
う
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
ス
ポ
ー
ツ
好
き
の
子
ど
も
が
増

え
れ
ば
ス
ポ
ー
ツ
人
口
が
増
加
し
、
そ

の
中
か
ら
多
く
の
世
界
で
戦
え
る
タ
レ

ン
ト
が
生
ま
れ
て
く
る
で
し
ょ
う
し
、

何
十
年
後
に
は
ス
ポ
ー
ツ
好
き
の
中
高

年
者
と
な
り
、
医
療
費
や
介
護
費
を
軽

減
し
て
く
れ
る
で
し
ょ
う
。
そ
う
い
っ

た
意
味
か
ら
、
子
ど
も
の
遊
び
の
環
境

を
整
え
れ
ば
、
日
本
が
変
わ
る
の
か
も

知
れ
ま
せ
ん
。

昭
和
22

年
８
月
、

京
都
西
京

極
陸
上
競

技
場
に
て
、

敗
戦
後
初

の
全
国
大
会
（
イ
ン
タ
ー
ミ
ド
ル
旧
制
中

学
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
敗
戦
、
間
も

な
い
幾
多
の
苦
難
の
中
で
全
国
制
覇
を
成

し
遂
げ
ま
し
た
。
数
え
て
丁
度
60
周
年
、

こ
れ
を
機
に
磐
田
南
高
陸
上
部
の
「
栄
光

の
足
跡
」
を
ま
と
め
よ
う
と
の
気
運
が
興

り
、
陸
上
Ｏ
Ｂ
会
の
了
解
を
受
け
「
菊
友

会
」（
故
伊
藤
菊
造
先
生
・
見
中
９
回
陸

上
部
監
督
・
先
生
の
人
徳
を
偲
び
母
校
陸

上
部
の
支
援
会
員
の
親
睦
を
は
か
る
会
）

で
編
集
委
員
会
を
結
成
し
て
資
料
の
収
集

を
始
め
ま
し
た
。
陸
上
競
技
部
の
歴
史
の

記
録
集
と
な
り
、
Ｏ
Ｂ
会
発
刊
記
念
誌

「
磐
田
が
原
の
青
春
」
が
出
来
上
が
り
ま

し
た
。
国
内
外
国
際
大
会
で
の
活
躍
の
記

録
を
集
録
し
て
い
ま
す
。

故
郷
西
宗
平
氏
（
見
２
回
）
日
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

対
抗
、
日
米
対
抗
優
勝
・
準
優
勝
。
戦
後
イ
ン
タ
ー
ハ

イ
で
５
回
の
全
国
優
勝
、
３
回
の
準
優
勝
。
山
下
徹
也

氏
（
高
37
回
）
世
界
陸
上
選
手
権
出
場
。
大
橋
敏
宏
氏

（
高
２
回
）
ア
ジ
ア
大
会
優
勝
・
準
優
勝
。
中
島
武
彦
氏

（
高
２
回
）
ア
ジ
ア
大
会
二
回
連
続
出
場
。
熊
谷
眞
氏

（
高
19
回
）
ア
ジ
ア
大
会
入
賞
等
。

戦
後
の
イ
ン
タ
ー
ミ
ド
ル
で
全
国
制

覇
し
た
時
は
物
資
不
足
で
賜
杯
が
間
に

合
わ
ず
空
の
優
勝
箱
を
授
与
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
後
大
阪
造
幣
局
で
作
ら
れ
、

３
人
の
先
輩
達
は
御
殿
場
の
秩
父
の
宮

御
用
邸
に
直
接
出
向
き
、
殿
下
か
ら
優

勝
杯
を
直
々
に
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
御

言
葉
も
戴
き
、
今
で
も
忘
れ
え
ぬ
宝
物

だ
と
、
編
集
の
中
で
知
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
終
わ
り
に
発
刊
に
ご
協
力
し

て
い
た
だ
い
た
方
に
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。
ま
た
同
窓
生
か
ら
ノ
ー
ベ
ル
賞
・

部
活
か
ら
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
代
表
選
手
が

誕
生
す
る
こ
と
を
期
待
熱
望
す
る
次
第

で
す
。

中
学
・
高
校
・
大
学
と
水
泳
部

に
所
属
し
、
大
学
卒
業
後
も
、
教

員
と
し
て
水
泳
部
の
指
導
を
続
け

て
き
ま
し
た
。
現
在
も
社
会
体
育

の
水
泳
に
深
く
係
わ
っ
て
い
ま
す
。

平
成
21
年
２
月
に
浜
松
市
に
新

プ
ー
ル
が
稼
動
し
始
め
ま
す
。
正

式
名
称
は
「
古
橋
広
之
進
記
念
浜

松
市
総
合
水
泳
場
」
で
愛
称
「
ト

ビ
オ
」
と
呼
び
ま
す
。

平
成
15
年
に
浜
名
湾
游
泳
協
会

が
中
心
に
な
り
、
老
朽
化
の
激
し

い
浜
松
江
ノ
島
プ
ー
ル
に
替
わ
る

新
プ
ー
ル
建
設
の
要
望
を
約
３
万

人
の
署
名
を
集
め
、
浜
松
市
が
初

め
て
採
用
し
た
Ｐ
Ｆ
Ｉ
※

方
式
に
よ

り
清
掃
工
場
と
一
体
で
室
内
プ
ー

ル
の
建
設
に
こ
ぎ
つ
け
ま
し
た
。

こ
の
プ
ー
ル
は
国
際
規
模
の
大
会

の
開
催
も
可
能
な
立
派
な
プ
ー
ル

（
建
設
・
15
年
運
営
経
費
計
３
８
５

億
円
）
で
、
建
設
要
望
か
ら
完
成

ま
で
関
わ
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

完
成
後
の
こ
け
ら
落
し
と
し
て
、

わ
が
国
最
高
の
大
会
で
あ
る
「
第

85
回
日
本
選
手
権
大
会
」
を
平
成

21
年
４
月
に
開
催
す
べ
く
準
備
を

進
め
て
い
ま
す
。

今
後
も
、
完
成
す
る
こ
の
プ
ー

ル
で
、
近
代
水
泳
発
祥
の
地
と
い

う
伝
統
あ
る
静
岡
県
西
部
地
区
の

拠
点
と
し
、

こ
の
地
の
水

泳
文
化
の
発

展
に
寄
与
で

き
る
よ
う
活

動
し
て
い
く

つ
も
り
で
す
。

人
脈
は
、
自
分
の
財
産
だ
。

日
頃
大
切
に
し
て
い
る
事
が
二

つ
あ
る
。

「
日
新
日
月
新
又
新
」
こ
れ

は
師
範
時
代
に
、
中
国
語
の
先

生
が
私
に
く
れ
た
言
葉
で
あ

る
。
中
国
の
古
書
「
大
学
」
の

一
節
と
い
わ
れ
「
今
日
は
、
昨

日
の
繰
り
返
し
で
あ
っ
て
は
な

ら
な
い
」
現
在
自
分
自
身
へ
の

戒
め
の
言
葉
と
し
て
い
る
。

二
つ
目
は
、
先
輩
の
牧
野
正

蔵
さ
ん
（
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
水
泳
銀
・
ベ
ル
リ
ン

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
水
泳
銅
メ
ダ
リ

ス
ト
）
に
第
二
次
大
戦
中
広
い

中
国
の
大
同
県
永
定
荘
分
校
で

お
会
い
で
き
た
事
で
あ
る
。

見
中
、磐
南
の
誇
る
素
晴
ら
し
い
人
に
お

会
い
で
き
人
脈
の
大
き
さ
を
知
ら
さ
れ
た
。

子
ど
も
の
遊
び
が

　  

日
本
を
変
え
る

水泳にかかわって水泳にかかわって
静岡産業大学勤務 
浜名湾游泳協会理事長 
静岡県水泳連盟副理事長 
日本選手権静岡県準備委員長 

藤原靖久 
（高15回） 

市
川
六
三
（
高
６
回
） 

鈴木　仲（中12回） 先輩、後輩の心 先輩、後輩の心 

牧野正蔵さん（中7回）が世
界新記録樹立の時、優勝記
念の「 （かしわ）」は、母
校の尾崎校長の机脇に飾ら
れた。

見付中学校・磐田南高等学校陸上競技部『栄光の足跡』 

県立磐田南高等学校陸上競技部OB会 

2007年11月 

第29回 インターミドル 総合優勝 60周年記念 
見付中学陸上競技部創部85周年記念 

※「PFI」…民間の資金と能力を
活用した公共事業。

静岡理工科大学
総合情報学部准教授

富田寿人（高30回）
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磐
田
駅
か
ら
北
に
む
か
っ
て
直
ぐ

な
広
い
道
。
そ
の
道
を
駅
前
商
店
街

を
見
な
が
ら
進
む
と
十
分
余
で
府
八

幡
宮
の
大
鳥
居
の
前
に
つ
き
ま
す
。

こ
こ
は
駅
前
商
店
街
と
、
か
つ
て

は
東
海
道
見
付
宿
の
商
店
街
の
ち
ょ

う
ど
中
間
点
に
あ
り
、
古
く
は
中
泉

村
と
見
付
宿
と
の
境
に
位
置
し
て
い

た
の
で
「
境
松
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま

し
た
。

道
の
西
側
に
は
、
磐
田
市
役
所
、

遠
江
国
分
寺
跡
、
磐
田
南
高
校
が
、

道
の
東
側
に
は
磐
田
農
業
高
校
、
税

務
署
、
郵
便
局
が
な
ら
ん
で
い
ま
す
。

磐
田
市
の
行
政
、
宗
教
の
中
心
的
役

割
を
は
た
し
て
い
る
と
こ
ろ
と
い
っ

て
い
い
で
し
ょ
う
。

府
八
幡
宮
の
自
然
の
森
が
こ
の
よ

う
な
近
代
的
な
施
設
を
導
い
て
き
た

と
も
い
え
ま
す
。

駅
前
か
ら
の
び
て
い
る
こ
の
道
こ

そ
、
古
代
か
ら
江
戸
時
代
ま
で
の
東

海
道
で
あ
り
、
明
治
か
ら
昭
和
二
十

七
年
ま
で
の
国
道
一
号
線
で
し
た
。

京
都
と
江
戸
を
結
ぶ
最
重
要
の
街
道

に
、
奈
良
時
代
に
で
き
た
と
い
う
神

社
と
寺
院
が
古
代
か
ら
ず
っ
と
向
か

い
あ
っ
て
い
た
の
で
す
。
そ
こ
で
こ

の
道
路
を
「
天
平
通
り
」
と
名
づ
け
、

道
路
標
識
に
も
そ
の
よ
う
に
書
か
れ

て
い
ま
す
。

遠
江
の
国
司
で
あ
っ
た
桜
井
王
の

和
歌
が
「
万
葉
集
」
の
中
に
あ
る
こ

と
も
天
平
の
名
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の

と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
古
代
か
ら
広
大
な
境
内
を

も
つ
神
社
「
八
幡
さ
ま
」
と
、
巨
大

な
寺
院
「
国
分
寺
」
と
が
な
ら
ん
で

祭
ら
れ
て
き
た
と
い
う
事
実
と
磐
田

原
台
地
の
南
端
の
地
に
あ
る
広
大
な

「
天
平
の
杜
」、
そ
の
静
寂
の
中
に
当

社
は
鎮
座
し
て
い
ま
す
。

当
社
の
歴
史
は
古
く
、
奈
良
時
代

に
さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。

奈
良
時
代
の
聖
武
天
皇
の
こ
ろ
、

「
桜
井
王
」
と
い
う
皇
子
が
遠
江
国
の

国
司
と
な
り
、
国
府
に
着
任
し
ま
し

た
。
桜
井
王
は
遠
江
国
の
中
心
で
あ

る
国
府
で
、
遠
江
の
国
全
体
の
平
安

を
願
っ
て
「
府
八
幡
宮
」
を
建
立
し

た
の
が
当
社
の
始
ま
り
で
す
。

そ
の
こ
ろ
の
国
府
は
磐
田
市
御
殿

と
二
之
宮
地
区
に
ま
た
が
っ
て
あ
り

ま
し
た
。

国
府
の
あ
る
と
こ
ろ
の
八
幡
宮
で

あ
る
か
ら
「
府
八
幡
宮
」
と
か
「
国

府
八
幡
宮
」
と
い
わ
れ
て
き
ま
し
た

が
、
今
は
「
府
八
幡
宮
」
と
い
う
の

が
正
式
名
称
で
す
。

し
か
し
地
元
の
人
た
ち
は
親
し
み

を
こ
め
て
「
八
幡
さ
ま
」
と
呼
ん
で

い
ま
す
。

府
八
幡
宮
の
名
前
が
最
初
に
で
て

く
る
記
録
は
当
社
が
で
き
て
か
ら
お

よ
そ
六
百
年
後
の
建
武
四
年
に
な
っ

て
か
ら
で
す
。
桜
井
王
が
い
た
奈
良

時
代
か
ら
平
安
時
代
、
鎌
倉
時
代
の

こ
と
は
記
録
が
な
く
な
っ
て
し
ま
っ

て
具
体
的
な
姿
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。

建
武
四
年
十
二
月
二
十
二
日
に
、
足

利
尊
氏
氏
が
府
八
幡
宮
に
浜
松
市
貴

平
周
辺
の
地
頭
職
を
寄
進
し
た
と
い

う
記
録
が
残
っ
て
い
ま
す
か
ら
再
び

歴
史
が
よ
み
が
え
り
ま
し
た
。

当
社
の
も
う
一
つ
の
特
徴
は
、
境

内
に
神
宮
寺
が
あ
り
、
僧
侶
が
仏
事

を
行
っ
て
い
た
こ
と
で
す
。

神
社
の
中
に
鎮
守
の
杜
を
祀
り
、

僧
侶
が
読
経
を
し
、
寺
院
の
中
に
鎮

守
の
杜
を
建
て
て
神
主
が
お
祭
り
を

す
る
と
い
う
神
仏
習
合
の
風
習
は
古

代
か
ら
始
ま
っ
て
い
ま
し
た
が
、
当

社
に
も
阿
弥
陀
仏
が
あ
り
、
神
宮
寺

が
あ
っ
て
仏
像
が
た
く
さ
ん
祭
ら
れ

て
い
ま
し
た
。

本
殿
に
祭
ら
れ
て
い
る
祭
神
は
、

誉
田
別
命
（
応
神
天
皇
主
祭
神
）

足
仲
彦
命
（
仲
哀
天
皇
　
父
親
）

気
長
足
姫
命
（
神
功
皇
后
　
母
親
）

の
三
柱
で
す
。

浜
垢
離

大
祭
（
十
月
第
一
土
・
日
曜
日
）

の
一
週
間
前
に
浜
辺
に
行
っ
て
心
身

を
清
め
ま
す
。

当
日
祭

毎
年
十
月
一
日
は
、
二
時
か
ら
関
係

者
が
参
列
し
て
当
日
祭
を
行
い
ま
す
。

例
祭祭

り
は
神
事
で
す
。
本
殿
の
東
側

の
祓
場
に
お
い
て
全
員
の
お
祓
か
ら

始
ま
り
、
拝
殿
に
上
っ
て
神
に
神
饌

を
献
じ
て
宮
司
が
国
の
平
和
と
氏
子

の
安
泰
を
祈
り
ま
す
。

山
車
（
だ
し
）
の
巡
行

祭
当
日
は
朝
九
時
頃
か
ら
町
内
廻

り
、
午
後
四
時
頃
に
団
体
行
動
を
行

う
為
、
集
合
場
所
に
集
ま
り
ま
す
。

曳
き
廻
し
は
楽
し
さ
と
安
全
を
確
保

し
な
が
ら
行
わ
れ
ま
す
。

神
社
の
歴
史

由
緒

祭
神

府
八
幡
宮
大
祭

府八幡宮大鳥居

文 ： 小杉　達　先生 
　　　磐田南高校教諭（昭和58年～60年在職） 

取材・写真 ： 鈴木昭次（高12回） 
 

府八幡宮の歴史と お祭 

府八幡宮楼門

神宮寺跡にあった土塀

宮本（中央町）
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当
時
創
刊
に
関
わ
っ
た
方
々
、
校

内
幹
事
の
先
生
、
そ
の
年
に
卒
業
さ

れ
た
方
等
に
近
況
報
告
を
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

Ｑ
　
ど
う
い
う
経
緯
で
「
同
窓
会
だ

よ
り
」
を
作
ろ
う
と
い
う
こ
と

に
な
っ
た
の
で
す
か
？

Ａ
　
校
内
幹
事
の
事
務
局
か
ら
お
話

が
出
て
、
長
く
同
窓
会
副
会
長

を
し
て
い
た
私
に
編
集
の
依
頼

が
あ
り
ま
し
た
。

Ｑ
　
当
時
の
ご
苦
労
さ
れ
た
思
い
出

は
？

Ａ
　
原
稿
集
め
等
、
校
内
幹
事
の
方

が
い
ろ
い
ろ
と
手
伝
っ
て
く
だ

さ
っ
た
の
で
、
あ
ま
り
苦
労
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
よ
。

Ｑ
　
今
、
同
窓
生
に
希
望
す
る
こ
と

は
？

Ａ
　
母
校
を
愛
し
て
く
だ
さ
い
。
皆

様
の
ご
発
展
を
願
っ
て
お
り
ま

す
。

Ｑ
　
最
近
は
ど
の
よ
う
に
お
過
ご
し

で
す
か
？

Ａ
　
私
は
、
見
付
に
あ
る
行
泉
寺
の

住
職
で
す
。
今
年
七
十
八
歳
に

な
り
ま
し
た
。
真
鸞
聖
人
の
現

生
正
定
聚
（
仏
と
等
し
い
智
慧

を
与
え
ら
れ
て
、
生
身
の
ま
ま

で
仏
で
あ
る
）
と
い
う
言
葉
ど

お
り
、
く
よ
く
よ
せ
ず
、
無
欲

で
あ
る
が
自
分
を
厳
し
く
律
し
、

世
間
の
規
範
を
犯
さ
ず
生
き
て

い
る
。
だ
か
ら
長
生
き
な
の
か

な
ぁ
。
ア
ッ
ハ
ッ
ハ
ッ
ハ
ッ

お
顔
の
色
も
つ
や
つ
や
と
精
力
的

な
お
話
ぶ
り
に
、
思
わ
ず
引
込
ま
れ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
ち
な
み
に
、
は

ぐ
ま
会
館
の
名
付
け
の
親
で
も
あ
り

ま
し
た
。

創
刊
の
年
に
卒
業
さ
れ
、
現
在
富
士

見
小
学
校
に
勤
務
の
か
た
わ
ら
書
道

家
と
し
て
も
ご
活
躍
中
で
す
。

先
日
、
新
採
時
の
教
え
子
三
人
が
そ

れ
ぞ
れ
自
分
が
生
ん
だ
子
供
を
連
れ
て

遊
び
に
来
た
。
年
賀
状
の
や
り
と
り
は

あ
っ
た
が
、
四
人
が
同
時
に
顔
を
合
わ

せ
る
の
は
二
十
五
年
ぶ
り
で
あ
る
。

「
先
生
、
子
育
て
っ
て
大
変
ね
！
」

「
う
ち
の
だ
ん
な
っ
て
、
結
構
い
ろ
い

ろ
や
っ
て
く
れ
る
よ
。」
あ
っ
と
い
う

間
に
五
時
間
が
過
ぎ
、
嵐
の
よ
う
に
し

ゃ
べ
っ
て
帰
っ
て
行
っ
た
。

『
隼
球
入
魂
』
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

に
出
場
し
た
水
谷
隼
君
の
応
援
旗
へ
の

揮
毫
を
頼
ま
れ
た
。
書
道
仲
間
に
も
助

言
し
て
も
ら
い
、何
と
か
書
き
上
げ
た
。

隼
君
の
打
つ
「
球
」
に
は
程
遠
い
が
、

魂
を
込
め
る
書
き
方
の
一
端
を
体
験
で

き
た
。

も
う
少
し
教
員
を
や
っ
て
み
た
い
と

改
め
て
感
じ
た
夏
に
な
っ
た
。

財
団
法
人
独
立
書
人

し
ょ
じ
ん

団
準
会
員

書
道
研
究
抱
灘
会

ほ
う
た
ん
か
い

会
員

磐
田
市
芸
術
祭
大
賞
受
賞

昭
和
54
年
８
月
19
日
に
　 

第
一
号
を
創
刊 

同
窓
会
だ
よ
り
創
刊
号
編
集
長

同
窓
会
だ
よ
り
創
刊
号
編
集
長 

高
１
回
　

高
１
回
　

龍
泉
　
公

龍
泉
　
公
さ
ん
さ
ん 

同
窓
会
だ
よ
り
創
刊
号
編
集
長 

高
１
回
　

龍
泉
　
公
さ
ん 

同窓会だより 
第30号記念 
陰で支えた人達が語る 

特 集 

平
成
13
〜
19
年
　
母
校
に
国
語
教

師
と
し
て
勤
務
、
同
窓
会
校
内
幹
事

と
し
て
「
同
窓
会
だ
よ
り
」
編
集
に

も
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。

最
近
、
23
回
の
「
女
子
」
の
間
か

ら
「
集
ま
り
た
い
ね
」
と
い
う
声
が

し
き
り
に
聞
か
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
仕
事
に
家
庭
に
、
ま
だ
ま
だ

の
ん
び
り
と
は
行
か
な
い
私
た
ち
で

す
が
、
こ
こ
ら
で
ち
ょ
っ
と
立
ち
止

ま
り
た
い
思
い
に
駆
ら
れ
て
い
る
の

か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

私
も
教
員
生
活
33
年
に
な
り
ま
す
。

高
校
生
た
ち
に
「
終
わ
り
な
き
宴
無

し
」
と
い
う
格
言
を
投
げ
か
け
る
こ

と
が
よ
く
あ
り
ま
す
。
楽
し
い
こ
と
、

苦
し
い
こ
と
、
全
て
の
「
宴
」
に
は

必
ず
終
わ
り
が
来
る
。
だ
か
ら
「
宴
」

の
そ
の
先
に
目
を
向
け
る
余
裕
を
持

と
う
と
い
う
、
戒
め
に
も
励
ま
し
に

も
な
る
言
葉
な
の
で
す
が
。
こ
の
言

葉
が
近
頃
自
分
自
身
の
心
に
強
く
響

い
て
く
る
の
で
す
。

そ
れ
に
し
て
も
、「
女
子
」
た
ち
が

集
ま
っ
て
様
々
な
思
い
を
語
り
合
う

ひ
と
と
き
の
、
何
と
楽
し
い
こ
と
で

し
ょ
う
。
走
り
続
け
て
来
た
こ
れ
ま

で
の
こ
と
、
迷
っ
て
い
る
こ
れ
か
ら

の
こ
と
、
話
題
は
尽
き
ま
せ
ん
。「
宴
」

の
そ
の
先
は
ま
だ
見
え
ま
せ
ん
が
、

改
め
て
同
級
生
の
存
在
の
あ
り
が
た

さ
を
噛
み
し
め
て
い
ま
す
。

最
近
の
私

最
近
の
私 

最
近
の
私 

高
23
回  

鈴
木
智
子

鈴
木
智
子 

高
23
回  

鈴
木
智
子 

今年6月、編集員（横井、袴田）が行泉
寺におじゃまし、お話を伺いました。

水谷隼選手オリンピック出場激励会

高
31
回

大
橋
速
宏

同窓会だよりのサイズは？

創刊号～9号まで　A4版

29号～　A4版

10号～28号まで　B4版

教
え
子
の
成
長
を
喜
ぶ

教
え
子
の
成
長
を
喜
ぶ

創
刊
号

29
号

28
号



（７）平成２０年１０月１０日 同　窓　会　だ　よ　り 第 30 号

創
刊
当
時
の
校
長
、
故
安
間
祐
一
先
生
が
残
し

て
い
か
れ
た
鏡
獅
子
で
す
。

み
な
さ
ん
、
ご
覧
に
な
っ
た
こ
と
あ
り
ま
す
か
？

ケ
ー
ス
の
中
の
銘
板
に
以
下
の
様
に
書
か
れ
て
い

ま
す
。

白
熊

は
ぐ
ま

の
唐
頭

か
ら
の
か
し
ら

植
物
ハ
グ
マ

は
、
花
の
形
が

こ
の
は
ぐ
ま
に

似
て
い
る
こ
と

か
ら
、
こ
の
名

の
起
源
と
な
っ

た
。
そ
れ
は
、

校
章
は
ぐ
ま
の

原
形
で
あ
る
。

昭
56.

７.

１

私
は
、
旧
制
掛
川
中
学
の
出
身
で
、

多
木
悦
造
校
長
を
尊
敬
し
て
お
り
ま

し
た
の
で
、
将
来
は
掛
川
中
学
の
校

長
に
な
り
た
い
と
の
夢
を
い
だ
い
て

い
ま
し
た
。
磐
田
南
高
へ
の
辞
令
を

も
ら
っ
た
時
は
、
少
し
ず
れ
て
し
ま

っ
た
と
は
思

い
ま
し
た

が
、
こ
の
伝

統
あ
る
学
校

に
喜
ん
で
赴

任
し
た
の
が

昭
和
57
年
の

４
月
の
こ
と

で
し
た
。
と

こ
ろ
が
私
を

待
ち
か
ま
え

て
い
た
の

は
、「
は
ぐ

ま
会
館
」
を

翌
年
の
学
校

創
立
60
周
年

ま
で
に
建
設

せ
よ
、
と
の

至
上
命
令
で

し
た
。

学
校
林
の
県
か
ら
の
払
下
げ
・
売

却
、
場
所
の
選
定
、
建
設
途
中
出
て

き
た
遺
跡
等
、
次
か
ら
次
へ
と
難
問

が
出
現
し
ま
し
た
。
江
間
金
作
父
母

と
先
生
の
会
会
長
、
第
一
七
代
同
窓

会
長
（
高
５
）、
石
川
博
敏
後
援
会
理

事
長
、
第
七
代
同
窓
会
長
（
中
４
）、

百
合
山
智
道
第
一
〇
代
同
窓
会
長

（
中
７
）、
川
嶋
辰
男
第
一
一
代
同
窓

会
長
（
中
８
）、
伊
藤
武
静
岡
県
議
会

議
長
（
中
17
）、
柴
田
岳
夫
静
岡
県
監

査
委
員
（
中
11
）、
山
内
克
巳
磐
田
市

長
（
中
３
）、

倉
橋
豊
父
母

と
先
生
の
会

会
長（
高
７
）、

ほ
か
同
窓
会
、

後
援
会
、
父

母
と
先
生
の

会
、
澤
野
睦

夫
教
頭
（
中

15
）、
学
校
教

職
員
、
生
徒
、

の
皆
さ
ん
が

磐
田
南
の
総

力
を
結
集
し

て
の
絶
大
な

お
力
に
よ
り

諸
難
問
題
を

の
り
こ
え
、

翌
年
10
月
22

日
に
落
成
記

念
式
典
の
日
を
迎
え
ま
し
た
。
校
長

式
辞
を
終
え
た
と
き
の
、
万
感
胸
に

満
つ
る
思
い
は
今
で
も
忘
れ
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。

磐
田
南
高
、
同
窓
会
の
ま
す
ま
す

の
ご
発
展
を
、
祈
念
い
た
し
ま
す
。

十
二
代
校
長

代
校
長  

鈴
木
不

鈴
木
不
二
夫
（
昭
和
昭
和
57
〜
59
年
在
職

年
在
職
） 

十
二
代
校
長  

鈴
木
不
二
夫
（
昭
和
57
〜
59
年
在
職
） 

は
ぐ
ま
会
館
建
設

会
館
建
設
の
思
い
出 

は
ぐ
ま
会
館
建
設
の
思
い
出 

天然記念物のトキの剥製が、生物準備室に保管されています。
いつ、誰が、どこから連れてきたのか？それは、謎です!!

歴 代 同 窓 会 長 （敬称略） 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

11 

12 

13 

14 

15 

16 

17 

18 

19 

20

高橋　秀男 

太田　清司 

山下　　貢 

上村　卓一 

匂坂　勝蔵 

荻野　義次 

石川　博敏 

伊藤英一郎 

大竹　節二 

百合山智通 

川嶋　辰男 

松下　錬司 

高橋　達也 

村上　俊郎 

加藤喜一郎 

竹内　育男 

江間　金作 

鈴木　源市 

大橋　　忍 

山下　六機 

中 1 回 

中 1 回 

中 1 回 

中 1 回 

中 2 回 

中 3 回 

中 4 回 

中 5 回 

中 6 回 

中 7 回 

中 8 回 

中 9 回 

中14回 

中15回 

高 1 回 

高 2 回 

高 5 回 

高 6 回 

高11回 

高 9 回 

昭和20. 4 ～ 22. 3 

昭和22. 4 ～ 23. 3 

昭和23. 4 ～ 29. 3 

昭和29. 4 ～ 35. 3 

昭和35. 4 ～ 39. 3 

昭和39. 4 ～ 41. 3 

昭和41. 4 ～ 51. 3 

昭和51. 4 ～ 53. 3 

昭和53. 4 ～ 55. 3 

昭和55. 4 ～ 57. 3 

昭和57. 4 ～ 59. 3 

昭和59. 4 ～ 61. 3 

昭和61. 4 ～   2. 3 

平成  2. 4 ～   3. 3 

平成  3. 4 ～   5. 3 

平成  5. 4 ～   6. 3 

平成  6. 4 ～ 10. 3 

平成10. 4 ～ 14. 3 

平成14. 4 ～ 18. 7 

平成18. 8 ～ 

氏　　　名 卒業年次 会 長 任 期  

生
物
準
備
室
に
保
管
さ
れ
て
い
ま
す



第 30 号 同　窓　会　だ　よ　り （８）平成２０年１０月１０日

役
を
演
じ
終
え
、

今
思
う
こ
と

生
徒
会
長
（
38
Ｈ
Ｒ
）
伊
藤
義
人

は
ぐ
ま
祭
が
終
わ
り
、
僕
の
生
徒

会
長
と
し
て
の
生
活
が
幕
を
閉
じ
ま

し
た
。
ひ
た
す
ら
忙
し
く
濃
密
な
一

年
間
で
し
た
。

生
徒
会
長
に
な
っ
た
時
、
僕
は
自

分
の
中
で
ル
ー
ル
を
作
り
ま
し
た
。

全
力
で
仕
事
に
従
事
す
る
こ
と
、
学

力
を
下
げ
な
い
こ
と
、
そ
し
て
い
つ

も
健
康
で
あ
る
こ
と
で
す
。
凡
庸
な

僕
で
す
が
、
他
の
生
徒
会
役
員
、
生

徒
の
皆
さ
ん
、
先
生
方
な
ど
本
当
に

沢
山
の
方
の
力
添
え
の
お
陰
で
何
と

か
や
り
遂
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
本
当
に
感

謝
し
て
い
ま

す
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し

た
。こ

の
一
年

間
、
僕
は
こ
の

貴
重
で
稀
有
な

経
験
を
通
し
て
多
く
の
事
を
学
び
ま

し
た
。
そ
れ
を
今
後
の
人
生
に
生
か

し
、
そ
の
利
を
皆
で
共
有
す
る
こ
と

が
次
な
る
僕
の
目
標
で
す
。

は
ぐ
ま
祭
を
終
え
て
…

22
Ｈ
Ｒ
　
長
谷
川
菜
月

と
ま
ど
い
の
中
終
え
た
去
年
と
は

違
い
、
新
学
年
に
な
っ
た
と
同
時
に

ク
ラ
ス
や
部
活
が
は
ぐ
ま
祭
一
色
に

な
り
、
準
備
そ
し
て
当
日
が
あ
っ
と

い
う
間
に
過
ぎ
て
い
っ
た
。

と
て
も
楽
し
い
毎
日
だ
っ
た
が
、

は
ぐ
ま
祭
終
了
と
共
に
生
徒
会
で
お

世
話
に
な
っ
た
先
輩
方
が
引
退
す
る

と
い
う
悲
し
み
や
不
安
が
心
の
ど
こ

か
に
あ
っ
た
。
先
輩
方
の
想
い
を
叶

え
た
い
と
思
い
、
大
変
な
こ
と
も
乗

り
越
え
、
今
年
も
は
ぐ
ま
祭
を
成
功

さ
せ
る
こ
と
が
出
来
た
。

来
年
の
私
た
ち
が
創
る
は
ぐ
ま
祭

も
成
功
さ
せ
た
い
と
思
う
。

Ｍ
Ｖ
生
徒
を
迎
え
て

教
諭
　
堀
内
信
人

４
月
15
日
か
ら
20
日
ま
で
の
６
日

間
、
マ
ウ
ン
テ
ン
ビ
ュ
ー
高
校
か
ら

25
名
の
生
徒
と
６
名
の
先
生
が
本
校

を
訪
れ
ま
し
た
。

ウ
ェ
ル
カ
ム
パ
ー
テ
ィ
に
始
ま

り
、
授
業
や
部
活
動
へ
の
参
加
、
全

校
集
会
等
を
通
じ
て
本
校
生
徒
と
の

交
流
を
深
め
ま
し
た
。
ま
た
今
回
は

北
小
訪
問
や
ア
ク
テ
ィ
森
で
の
文
化

体
験
も
行
い
ま
し
た
。
日
本
の
文

化
・
生
活
に
つ
い
て
多
く
の
事
を
学

ん
だ
こ
と
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
Ｍ
Ｖ
生
徒
の
感
想
で
一
番

多
か
っ
た
の
は
、
や
は
り
ホ
ス
ト
フ

ァ
ミ
リ
ー
と
の
思
い
出
で
し
た
。
ホ

ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
方
々
に
は
色
々

と
大
変
な
面
も
あ
っ
た
事
と
思
い
ま

す
が
、
Ｍ
Ｖ
生
徒
に
と
っ
て
は
本
当

に
素
晴
ら
し
い
思
い
出
に
な
り
ま
し

た
。
浜
松
駅
で
の
涙
の
別
れ
を
見
て
、

こ
の
ス
テ
イ
が
大
成
功
だ
っ
た
と
確

信
し
ま
し
た
。

ま
た
期
間
中
、
Ｍ
Ｖ
生
徒
が
本
当

に
多
く
の
方
々
か
ら
気
軽
に
声
を
か

け
て
い
た
だ
い
た
り
、
助
け
て
い
た

だ
い
た
り
し
て
大
変
あ
り
が
た
く
思

い
ま
し
た
。
改
め
て
南
高
の
力
を
認

識
す
る
と
共
に
、「
交
流
は
言
葉
で

は
な
く
心
だ
な
。」
と
感
じ
た
次
第

で
す
。

●

生
徒
達
の
こ
と
ば

●

31
Ｈ
Ｒ
　
斎
藤
エ
リ

お
箸
を
上
手
に
使
い
こ
な
す
マ
イ

ケ
ル
は
私
よ
り
ず
っ
と
大
人
に
見
え

た
。
自
分
の
ま
っ
す
ぐ
な
軸
を
持
ち
、

将
来
も
見
据
え
、
選
挙
の
こ
と
も
考

え
て
い
た
か
ら
だ
。
英
語
が
う
ま
く

通
じ
な
い
と
き
に
は
大
き
な
ジ
ェ
ス

チ
ャ
ー
で
頑
張
っ
た
。「
も
っ
と
話

し
た
い
」
そ
の
思
い
か
ら
私
は
、
将

来
に
向
け
て
努
力
で
き
る
気
が
す

る
。
言
葉
の
違
い
を
越
え
て
、
尊
敬

で
き
る
友
人
に
出
会
え
た
こ
と
を
心

か
ら
嬉
し
く
思
う
。

26
Ｈ
Ｒ
　
鈴
木
若
菜

ア
メ
リ
カ
の
高
校
生
の
生
活
と
、

日
本
の
高
校
生
の
生
活
は
、
違
う
点

が
い
く
つ
も
あ
る
。
し
か
し
彼
ら
も
、

私
た
ち
と
同
じ
よ
う
に
学
校
へ
行

き
、
部
活
を
し
勉
強
を
し
て
い
る
。

数
学
や
物
理
で
は
全
く
同
じ
内
容
を

習
っ
て
い
る
と
言
っ
て
い
た
。
あ
た

り
ま
え
の
こ
と
だ
け
れ
ど
、
世
界
の

人
と
同
じ
こ
と
を
学
ん
で
い
る
の
だ

と
思
う
と
、
数
学
や
物
理
が
と
て
も

お
も
し
ろ
い
も
の
だ
と
感
じ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
日
本
の
学
生
だ
け
で
な

く
、
ア
メ
リ
カ
の
学
生
に
も
負
け
な

い
よ
う
に
勉
強
し
た
い
と
思
っ
た
。

27
Ｈ
Ｒ
　
笠
原
拓
也

伝
わ
る
喜
び
、
そ
れ
が
ホ
ス
ト
フ

ァ
ミ
リ
ー
を
し
て
何
よ
り
も
大
き
か

っ
た
。
何
す
る
に
し
て
も
ず
っ
と
話

し
て
い
た
。
自
分
の
片
言
の
英
語
を

理
解
し
て
く
れ
て
い
る
ん
だ
と
思
う

と
嬉
し
く
て
た
ま
ら
な
か
っ
た
。
語

学
力
よ
り
も
伝
え
た
い
と
い
う
気
持

ち
が
大
切
な
の
だ
と
強
く
感
じ
た
。

言
葉
が
通
じ
な
い
人
と
交
流
す
る
の

は
難
し
い
と
考
え
が
ち
だ
が
、
気
持

ち
が
強
け
れ
ば
ど
ん
な
人
と
で
も
交

流
で
き
る
と
私
は
考
え
て
い
る
。

通
じ
合
わ
ず
互
い
に
苦
労
し
て
言

い
た
い
こ
と
が
通
じ
た
時
の
喜
び
が

一
番
印
象
的
だ
っ
た
。

は
ぐ
ま
祭
を 

　
　
　    

終
え
て 

マ
ウ
ン
テ
ン
ビ
ュ
ー 

高
校
の
生
徒
を 

迎
え
て 

茶華道部によるお点前

テーマ「革新」の門

アクティ森で留学生勢揃い

体育館で歓迎
セレモニー

教室でのお弁当風景

外語部による
展示

音楽受講生に
よる合唱

はぐま
祭

平成20
年5月

29日
～31

日に

開催さ
れまし

た



第90回全国高等学校野球選手権記念
静岡大会

▼野球部
一回戦　シード
二回戦　磐田南　8－5 日大三島
三回戦　磐田南　5－0 沼津商
四回戦　磐田南　2－3 市立沼津

全国高等学校総合体育大会
埼玉大会

▼陸上部
男子100m
平松巧至　予選4組　10秒86
男子200m
平松巧至　予選2組　22秒01

準決勝　22秒04

全国高文祭群馬大会出場

▼ビジュアル部
鈴木優佳、春山梨衣、三ツ谷望

全国高等学校総合体育大会
東海大会

▼水泳部（水球）
予選トーナメント
磐田南　33－ 0 岐阜農林
決勝リーグ
磐田南　 3－13 津田学園
磐田南　 5－ 7 大垣東
磐田南　 4－ 5 名古屋
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大学合格状況 
（数字は過年度卒を含む合格者延べ数） 

国公立大学 20年度 

北 海 道  
東 　 　 北  
茨 　 　 城  
筑 　 　 波  
宇 都 宮 
群 　 　 馬  
埼 　 　 玉  
千 　 　 葉  
お茶の水女子 
電 気 通 信  
東 　 　 京  
東 京 外 国 語  
東 京 学 芸  
東 京 工 業  
東 京 農 工  
一 　 　 橋  
横 浜 国 立  
新 　 　 潟  
富 　 　 山  
金 　 　 沢  
福 　 　 井  
山 　 　 梨  
信 　 　 州  
静岡　 　人文 
　　　 　教育 
　 理  
　 工  
　 農  
　　　 　情報 
浜松医科　 医 
　 看  
名 古 屋  
名 古 屋 工  
三 　 　 重  
京 　 　 都  
大 　 　 阪  
大 阪 外 国 語  
神 　 　 戸  
奈 良 教 育  
奈 良 女 子  
鳥 　 　 取  
島 　 　 根  
岡 　 　 山  
広 　 　 島  
香 　 　 川  
愛 　 　 媛  
九 　 　 州  
首都大学東京 
横 浜 市 立  
山 梨 県 立  
静 岡 県 立  
名 古 屋 市 立  
大 阪 市 立  
大 阪 府 立  
その他の国公立大 
国公立大学　計 
防衛医科大学校 
防 衛 大 学 校  

4 
6 
5 
3 
0 
1 
3 
5 
0 
4 
6 
5 
1 
3 
4 
2 
6 
0 
1 
6 
1 
3 
3 
15 
15 
3 
11 
1 
4 
7 
4 
20 
3 
1 
6 
8 
－ 
2 
0 
4 
0 
0 
2 
4 
1 
1 
2 
4 
4 
1 
6 
1 
1 
2 
19 
224 

0 
1

私立大学 20年度 

自 治 医 科  
文 　 　 教  
青 山 学 院  
学 習 院  
北 　 　 里  
慶 応 義 塾  
国 際 基 督 教  
駒 　 　 澤  
芝 浦 工 業  
上 　 　 智  
成 　 　 蹊  
成 　 　 城  
専 　 　 修  
中 　 　 央  
津 田 塾  
東 　 　 海  
東 京 女 子  
東 京 電 機  
東 京 農 業  
東 京 理 科  
東 　 　 洋  
日 　 　 本  
日 本 女 子  
法 　 　 政  
武 蔵 工 業  
明 　 　 治  
明 治 学 院  
立 　 　 教  
早 稲 田  
神 奈 川  
金 沢 工 業  
岐阜聖徳学園 
静岡文化芸術 
静 岡 理 工 科  
聖隷クリストファー 
常 葉 学 園  
愛 　 　 知  
愛 知 医 科  
愛 知 学 院  
愛 知 工 業  
中 　 　 京  
南 　 　 山  
日 本 福 祉  
名 　 　 城  
京 都 外 語  
同 志 社  
同 志 社 女 子  
京 都 女 子  
立 命 館  
関 　 　 西  
関 西 外 語  
近 　 　 畿  
関 西 学 院  
その他の私立大 
私 立 大 　 計  

国 公 短 　 計  
私 立 短 　 計  
短 期 大 　 計  

1 
8 
9 
3 
7 
24 
3 
7 
21 
8 
6 
4 
9 
21 
1 
3 
6 
2 
21 
40 
6 
12 
1 
20 
17 
41 
7 
14 
34 
8 
6 
3 
21 
1 
13 
47 
19 
3 
4 
1 
15 
28 
2 
13 
7 
20 
9 
8 
52 
15 
1 
8 
16 
109 
785 

1 
0 
1

校歌斉唱 応援席と応援団旗

力走する平松君（左）

全国大会出場のビジュアル部

▼陸上部
男子100m 2位 平松巧至（全国大会出場）、8位　大石龍太郎
男子200m 4位 平松巧至（全国大会出場）
4×100mR 予選 寺田彰吾・平松巧至・柴田将伍・大石龍太郎
棒高跳 7位 高須浩平
男子円盤投 20位 鈴木大輔

水球の選手一同

水球の東海大会
（岐阜県大垣市）
平成20年7月
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地域に密着した医療を目指します 

一般及び寝たきり老人 往診応需 
禁煙治療（保険可） 

内科・小児科　木佐森医院 
院長　木佐森正樹（高25回） 
〒438-0077 磐田市国府台55－1 
 TEL.0538－32－2555

総合建設業 ISO9001  14001認証 

３６－００２１ 
磐田市今之浦５丁目１－１ 
TEL（0538） 

磐田市国府台94-3  TEL 35-2175 
鈴木麻里奈（高38回） 

処方せん受付  マイクロダイエット 

国 府 台 薬 局 
ファミリー薬局 （二之宮） 磐田化学工業株式会社 

本社 〒438-0078 静岡県磐田市中泉3069番地 TEL（0538）35-5100㈹ 

椎木　宏（高2回） 　椎木　厚（高3回） 
椎木泰行（高6回）　 椎木雅章（高33回） 　椎木隆太（高37回） 

シイキ写真館 
本　店／磐田市加茂川通り Phone（0538）32－6435 
浜松店／ホテルコンコルド浜松3F Phone（053）452－1231 
愛野店／フォトスタジオアミュー Phone（0538）43－5225

〒438－0078 静岡県磐田市中泉578番地1 
TEL.0538－32－5110（本部） 
TEL.0538－32－5111（本店営業部） 
http://www.iwashin.co.jp/

磐田脳神経外科病院 

院長　金 子 的 実（高21回） 
〒438-0086 静岡県磐田市見付1766番地の1 
TEL（0538）34-1111　FAX（0538）32-1441

24時間いつでも診療します。脳ドック検診受付けは随時 

http://www.iwatanoge.com

割烹 
料理 

加賀のとろろ汁 

静岡県磐田市今之浦4丁目2－4 
電　話　〈0538〉 37－4775

営業時間 午前11時より午後 2時 
 午後 5時より午後10時 
定 休 日  毎週月曜日 

松下秀夫（中21回）　  松下三男（高9回） 

もしものとき安心のセレモニー

株式会社 い わ た や 
磐田市森下81

シティホール 磐田 豊田 
5代目店主 山 田 清 次（中21回） 
 山 田 佳 幸（高28回） 

磐田市坂上町2988　TEL・FAX 0538-32-3340

いわたブランドのお店です 

かしゆう 
和の心　贈ります 
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磐田市城之崎3丁目4－18　TEL〈0538〉35-8222㈹ 
　　　　　　　　　　　　　FAX〈0538〉35-8597　 

有限会社 

城山不動産 
代表取締役　鈴  木  克  三（高15回） 

都市再開発ビル 

株式会社 サンセブン 
 磐田駅前 TEL.0538-36-5670  FAX.0538-33-1047

青島 公悦 
元場 宣雄 
吉澤 邦彦 
堀井 俊秀 

本社・工場 〒438-0002 静岡県磐田市大久保117-3 TEL.（0538）38-2666［代表］ 
刈谷営業所 〒448-0852 愛知県刈谷市住吉町1-5-2 TEL.（0566）63-5636

http://www.nacweb.co.jp

代表取締役社長　深 見 康 弘（高15回） 

セキスイハイム東海株式会社 
浜松市中区板屋町111-2（アクトタワー25階）   〒430-7725 
TEL：053－453－4560　FAX：053－453－4537 
ホームアドレス　http://www.816t.jp

美しい水環境をクリエイトする 

磐田市下岡田358-2　136-0051 FAX 37-6622

木戸智弘（高34回）  

㈱ 

ヤマハ㈱　特約楽器店 

tel:0538-32-9035　fax:0538-35-0568 
http://www.sohgakusya.co.jp/

石 川　勝 康（高25回） 

㈱　創　楽　社 

〒４３８-００１６  磐田市岩井２２９５ 

www.taishindo.co.jp
20538-32-9165（代） 50538-35-3720株式会社 

企画・デザイン・印刷・ホームページ 

本　　社 〒430-0806　浜松市中区木戸町3-1　TEL（053）461-2121㈹ 

磐田工場 〒438-0058　磐 田 市 万 正 寺 5　TEL（0538）35-6511㈹ 

代表取締役社長　古田道生（高19回） 

ISO9001 ・ ISO14001 認証 
http：//www.dywa.co.jp/

金・ブ
ランド買取専門店

西伊場店・磐田店・掛川店 

株式 
会社 ピックアップジャパン 本部 磐田市今之浦3－4－2 URL : http://www.pickup-japan.com

KINBURRY 

浜松高林店・浜松向宿店 
静岡SBS通り店 

ブランド
リサイクル

高33回　水 谷 眞 啓 
高33回　青 山 光 男（旧姓 金原） 

磐田市南平松5番地 
mizutanim@taniko.co.jp 
http://www.taniko.co.jp

TEL 0538-67-1880（代） 
FAX 0538-67-1881 
 

本　　   社 〒430-0898 浜松市南区瓜内町540 
 TEL（053）441-4684㈹　FAX（053）441-3452

代  表  取  締  役　安 間 信 義 （高 7 回） 
専  務  取  締  役　安 間 浩 彦 （高33回） 
取　　締　　役　松 島 孝 久 （高17回） 

ISO9001 
ISO14001

認証取得 小物部品・締結部品・  
精密ネジ部品 
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4/  6 母校入学式　保護者オリエン
テーションに会長、副会長、
会計監査出席

4/  6 同窓会だより第29号編集委
員会（以後毎月継続して会合）

4/18 校内幹事会
4/21 磐田支部総会（会長、校長

出席）磐田市文化振興セン
ター

5/ 7 会計監査、役員会、役員と
校内幹事との懇親会

6/ 6 会計監査
6/13 卒業50周年記念事業（高10

回）母校に20万円寄贈
役員会

6/23 評議委員会・役員会
はぐま会館

7/28 袋井支部総会（会長、校長
出席）袋井市総合センター

7/30 役員会
8/18 総会前日打合せ（役員、当

番年次、校内幹事）
8/19 慰霊祭（高29回担当）

第80回同窓会総会（高38回
担当） 磐田グランドホテル
卒業40周年記念事業（高19
回）同窓会に資金援助20万
円

9/  8 関西支部総会（会長、校長出
席）ホテルヴィアーレ大阪

9/29 静岡支部総会（会長、校長
出席） クーポール会館

10/10 同窓会だより第29号発刊
10/12 会長選考委員会
11/  8 会長選考委員会
11/11 関東支部総会（会長、校長

出席） 日本教育会館
11/17 役員会　総会当番（高38、

39）引継ぎ会
12/11 会長選考委員会
2/ 5 役員会
2/17 豊田支部総会（会長、校長

出席） 熊野伝統芸能館
2/23 評議員懇親会（隔年開催）

加賀屋（41名参加）
2/29 高校60回同窓会入会式に会

長、副会長、会計監査出席
3/  1 高校60回卒業式に会長、副

会長、会計監査出席

平成19年度会務報告

会計報告 

平成20年度磐田南高校同窓会会計予算 

平成19年度磐田南高校同窓会会計決算 

 3,580,000 平成20年3月卒業生358名分 

 35,000 

 200,000 卒業40周年寄付金（高20回生） 

 360,000 同窓会報広告代等 

 444,044 

　　合　計 4,619,044

 1,800,000 

 350,000 役員会・評議員会等会議費 

 500,000 同窓会総会・慰霊祭費用等・卒業70記念メダル費用 

 550,000 支部総会助成・祝儀・旅費等 

 250,000 転退職餞別・慶弔費等 

 100,000 通信費・事務費等 

 50,000 人件費・交通費 

  2,600,000 

 0 大学在学生の会へ助成 

 210,000 校章入り印鑑 

 2,010,000 同窓会報編集・印刷・郵送費等 

 180,000 東海大会等出場選手激励金 

 0 卒業生氏名の名簿入力費 

 200,000 ホームページ運営費 

 0  

 219,044 

 219,044 

　　合　計 4,619,044

平成20年4月1日～21年3月31日　　（単位：円） 

（単位：円） 

収入 

支出 

 科　目　　　金　額　　　　　備　考 

 科　目　　　金　額　　　　　備　考 

同窓会入会金 

預金利息･配当金 

寄 付 金  

雑 収 入  

前年度繰越金 

会務費 

会 議 費  

総会･慰霊祭費等 

支部総会･年次運営費等 

慶 弔 費  

事 務 費  

事 務 局 費  

事業費 

はぐま学生会助成金 

卒業記念品代 

会報発行費 

教育振興費 

名簿関係費 

諸 費  

積立金支出 

予備費 

予 備 費  

 3,619,685 平成19年3月卒業生362名分 
 35,703 
 200,000 卒業40周年寄付金（高19回生） 
 364,450 同窓会報広告代等 
 437,358 
　　合　計 4,657,196

同窓会入会金 
預金利息･配当金 
寄 付 金  
雑 収 入  
前年度繰越金 

  1,624,200 
 314,922 役員会・評議員会等会議費 
 477,850 同窓会総会・記念メダル代・慰霊祭費用等 
 513,660 支部総会助成・祝儀・旅費等 
 180,108 転退職餞別・慶弔費等 
 94,660 通信費・事務費等 
 43,000 人件費・交通費 
 2,588,952 
 0  
 215,220 校章入り印鑑 
 2,008,312 同窓会報編集・印刷・郵送費等 
 176,000 東海大会等出場選手激励金 
 0 卒業生氏名の名簿入力費 
 189,420 ホームページ運営費 
 0 
 0 
 444,044 
　　合　計 4,657,196 

平成19年4月1日～20年3月31日　　（単位：円）

（単位：円）

収入 

支出 

 科　目　　　金　額　　　　　備　考 

 科　目　　　金　額　　　　　備　考 

備考：平成20年3月卒業生同窓会入会金（358名）3,579,685円は2/15に 
入金されていますが、平成20年度分収入とさせていただきます。 

会務費 

会 議 費  
総会･慰霊祭費等 
支部総会･年次運営費等 
慶 弔 費  
事 務 費  
事 務 局 費  
事業費 

はぐま学生会助成金 
卒業記念品代 
会報発行費 
教育振興費 
名簿関係費 
諸 費  
積立金支出 

別途積立会計へ 
次年度繰越金 

●別途積立金会計  ●名簿特別会計 
１．一般会計の定期預金 10,010,045 定額預金 
２．終身会費等の積立金 49,512,981  1,000,000 
３．磐田信用金庫への出資金 1,000,000 普通預金 
４．諸事業用予備金 1,045,133  4,924,720 
　　合　　計 ¥ 61,568,159 合　計 ¥ 5,924,720

ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ 

会
長
　
堀
内
昌
文
（
高
22
）

第
三
十
回
記
念
は
ぐ
ま
ゴ
ル

フ
ク
ラ
ブ
競
技
会
は
平
成
二
十

年
五
月
二
十
五
日
に
静
岡
カ
ン

ト
リ
ー
袋
井
コ
ー
ス
を
会
場
に

し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日

は
風
雨
が
強
く
、
ま
る
で
台
風

の
よ
う
な
状
況
で
、
エ
ン
ト
リ

ー
は
十
四
組
五
十
名
で
し
た
が
、

ス
タ
ー
ト
し
た
の
は
三
十
八
名

で
し
た
。

今
年
は
三
十
回
の
記
念
の
大

会
と
い
う
こ
と
で
学
年
対
抗
の

チ
ー
ム
戦
を
企
画
し
て
み
ま
し

た
。
優
勝
さ
れ
た
チ
ー
ム
は
高

19
回
の
人
た
ち
で
し
た
。
個
人

戦
優
勝
者
は
阿
部
和
彦
さ
ん

（
高
19
）。
ベ
ス
ト
グ
ロ
ス
は
安

西
基
晃
さ
ん
（
高
16
）、
記
念
の

三
十
位
は
松
下
春
樹
君
（
高
24
）

で
し
た
。

毎
年
五
月
の
最
後
の
日
曜
日

に
開
催
し
て
お
り
ま
す
。
ゴ
ル

フ
の
好
き
な
方
は
、
声
を
掛
け

合
っ
て
参
加
し
て
頂
け
る
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

大
勢
の
皆
様
方
の
参
加
を
期

待
し
て
お
り
ま
す
。

編
集
委
員

山
下
　
六
機
（
高
９
）

鈴
木
　
昭
次
（
高
12
）

寺
田
　
政
善
（
高
15
）

袴
田
　
悦
子
（
高
16
）

高
橋
耕
太
郎
（
高
18
）

原
田
　
康
代
（
高
20
）

横
井
　
純
夫
（
高
23
）

鈴
木
　
文
基
（
高
27
）

杉
本
富
貴
子
（
高
33
）

平成20年度各種当番年次
卒業10周年

高校49回生（新年次委員選出）
卒業20周年

高校39回生（総会担当）
卒業30周年

高校30回生（慰霊祭担当）
卒業40周年

高校20回生（同窓会に資金援助）
卒業50周年

高校11回生（母校に記念品贈呈、
同窓会より記念品贈呈）

総　括 磯部豊彦、（松本勝彦）、高木鋼一、大沢健一
役員会 磯部豊彦、（松本勝彦）、永田　淳、高木鋼一
庶　務 磯部豊彦、磯部欣宏、澤井智ひろ、鴨藤忠博、

小澤美穂
会　計 鈴木敏彦、永田　淳
名　簿 佐藤正明、林　研光
慶　弔 佐藤正明、林　研光
はぐま会館 大沢健一、松本勝彦
同窓会だより 鈴木文基、駒形一路、小澤美穂、村井雅子
ホームページ 鈴木文基、小杉友祐、駒形一路、村井雅子

平成20年度校内幹事役割分担
編
集
室
よ
り

第
30
号
の
編
集
を
担
当
し
て
創
刊

号
か
ら
の
伝
統
の
重
さ
と
責
任
を
感

じ
ま
し
た
。
多
く
の
同
窓
生
の
ご
協

力
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。
（
寺
田
）




